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2021年 8月 7日・若宮町内会理事会議事録 

8月 7日 確定版 

日時：2021 年 8 月 7 日（土曜）9:00～10:05 場所：Seed Agency3F 会議室 

出席：藤島、加藤、二階堂、川合、大前、畠山、大久保、見田、鈴木（記） 

 

議事概要 

１． 審議報告事項 

(1) 全般 

 7/15 開催の鎌倉西地区ふれあい地域懇談会で、コロナ禍以降使用不可となっている鎌倉消防

署集会室の利用を可とするよう藤島会長が市長に申し入れを行った。7/20 開催の鎌倉南地区

ふれあい懇でも材自連から同様の申し入れがあり、その後消防署から利用を可とする連絡が

届いた。 

 共同募金会鎌倉市支会から届いた個別募金の調査票を 7/20 に提出した。問 7 の自由意見記述

欄には役員から寄せられた「戸別訪問による集金は WEB 時代に馴染まない」「デジタル社会

では収支の透明化が必要」などの意見を記載した。 

 回覧配布物の WEB 受信を可能とする e 回覧の申込書を全戸配布した結果、現時点で 36 名か

ら申し込みがあった。第１回配信は「夏休みのラジオ体操中止」の掲示板掲示を WEB 配信

した。 

(2) 総務・会計 

 7 月出金：カラス被害が多いごみステーションの改造費以外は印刷費等の経常経費が主。 

 8 月出金予定：e 回覧を現在のお試し利用から有償利用に変更する為の費用。 

(3) 子ども会 

 「夏祭りの中止」連絡と併せて、子ども会も e メール配信の登録の案内を出しました。 

(4) 青少年指導員 

 こどもキャンプ親子説明会 10/10 深沢学習センター 

 こどもキャンプ 10/23.24 決定 

 かまくらっ子説明会・・・8/1 で予定していたが緊急事態宣言の為延期となった 

(5) 民生委員 

 7/9(金) 福祉だより第 40 号を第三地区の各自治町内会会長宅へ配布。 

 7/12(月) 民児協定例会 於:福祉センター 

 高齢者見守り台帳登録者へ熱中症の注意喚起を実施。 

(6) シニア会 

 百寿と傘寿祝い案内を全戸配布する。対象者情報の提出期限は 9 月初旬とする。 

(7) 町美化 

 7/17(土)及び 7/18(日)に行った若宮大路歩道植栽帯の除草剪定には、域内事業者 2 名を含む延

べ 21 名が参加、70 ﾘｯﾀｰ 61 袋の剪定除草材が出た。 

次回作業は 9/25(土)と 26(日)を予定。 

 防災倉庫を設置させてもらっている高砂稲荷境内樹木の枝下しについて、近隣・地権者の同

意を得たうえで市内の造園業者に内示を行った。また良い機会なので、神社の由来について

調査実施中。 
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(8) 防災・・・全文会議後に書き起こし 

大規模災害に備えるための防災備蓄方針討議を進める準備として、町内会による共助はどうある

べきかについて予備的議論を行った。 

事務局が準備した情報： 

 町内会のレゾン・デトール 

町内会が地域に提供するサービスを以下に分類 

① 地域のきずなをつくる：夏祭り、バス旅行、お祝い・お悔やみ、など 

② 行政と市民間の中間組織：ごみステーション、防犯灯、防犯カメラ、カーブミラー 

③ 災害時における共助の担い手：要支援者の見守り、災害備蓄、逃げ道や避難先の確保 

④ 広報センター：掲示板、回覧板、町内会通信、など 

 2014 年秋に町内会が全戸配布した「若宮町内会防災マニュアル」 

以下の記述があるので、異なる方針を出すのであれば、マニュアル修正が必要となる。 

① 「大災害時には公助は遅れる。鎌倉は１週間かかると考えるべき」 

② 「相模トラフ地震では 8m の津波が 5 分で襲来、南海トラフでは 14m が 20 分で襲来」 

 

次回討議に向けて 

次回までにこれら情報を十分に読みこんだうえで、①津波を伴わない大型地震、②8m の津波を伴

う地震、③14m の津波を伴う地震などのそれぞれに対して、A) 現在の防災倉庫を利用する備蓄、

B) 他の手段による備蓄、C) 公助への依存、などをどう組み合わせていくのが良いかを次回討議

することとした。 

 

議事終了後、有志で高砂稲荷境内と周辺道路の清掃をおこなった。 

 

２． 次回理事会：9/5(日) 9:00 から、消防署が使用できれば 3F 集会室で、できない時は Seed Agency3F 会

議室で開催。   

以上 


